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まちとともに生きる子 

校長 佐々木 一高 

  

薄緑色の小さな息吹が芽生え始める時季となりました。先週に降り続いた雨は、植物が花を咲かせる

ための大切な雨であり、木の芽が膨らむのを助けるように降ることから「木の芽起こし」との呼び名が

ついているようです。令和５年度も残すところ１か月となり、進級を控える子どもにも「木の芽起こ

し」のようなさり気なくも丁寧な寄り添いが一層必要であることを感じています。 

 

さて、1月末から 2月中旬にかけて、2年サツマイモ調理（1月 30日）やまち探検（2月 20日）、1

年昔遊び（2月 1日、7日）といった生活科の授業を中心に、保護者や地域の数多くの皆様にご協力を

いただきました。2年生は自分たちが育てたサツマイモを家庭科室で調理（大学イモ、甘煮）して食べた

り、１年生は多様な昔遊び（かるた、福笑い、けん玉、お手玉、竹とんぼ、こま回しなど）に挑戦した

りと、調理や活動する子どもたちの表情からは喜びや安心感が溢れており、急な依頼にも関わらず陰で

支えてくださった皆様に改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。また、昨年５月のコロナ 5

類化を受けて、今年度は久しぶりに、「竹とんぼ」の特別講師として木綿（もめん）さんをお招きするこ

とができました。優しく語りかけるように竹とんぼの仕組みや飛ばし方を教えてくださったり、手作り

（木綿さんが１年かけて制作）の竹とんぼを一人ひとりにお土産としてくださったりと、まちの皆様の

愛情を肌で感じられた時間となりました。木綿さんご自身も、「こうした子どもたちとの関わりが再開で

きたことをうれしく感じています。」とお話しくださり、一歩一歩ではありますが、本校もまちとの関わ

りが戻りつつあることを実感しています。そして、学校教育目標「まちとともに生きる子【公】」は、こ

うしたさり気ない関わりの中に育成のヒントが眠っているように感じています。 

2 月学校説明会にてお伝えしましたが、次年度以降は本校も少しずつ規模が小さくなることを見据えて

います。中長期的な見通しをもちながら、地域学校協働活動事業（加賀田会長）と協力して、以前の学

校サポートを復活させた、まさに「木の芽起こし」を考えています。既に今年度は、飼育や栽培、まち

探検、登下校見守りなど、復活を遂げたサポートも数多くあります。「これならばできる」というサポー

トがありましたらぜひご登録いただき、時期になりましたら登録者に向けてご案内を差し上げていく予

定です。無理のない範囲でご協力をお願いいたします。 

 

３月 19日火曜日、第 42回卒業証書授与式を挙行いたします。67名の６年生が、夢と希望をもって 

本校を巣立つそのときまで、一日一日を大切に、子どもたちとともに過ごしていきたいと思います。６

年間見守っていただいた皆様、本当にありがとうございました。これからも「まちとともに生きる子」

を見守り続けていただければ幸いです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 社会科見学 1 月２９日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ未然防止運動 ２月５日(月)～３月１日(金)  

２月は、今宿中学校ブロックの小中学校３校合同で、いじめ未然防止運動 

を行いました。「相手の目を見てあいさつをしよう」や「友達のいいところ 

を見つけよう」など、学級で一週間ごとに目標を決めて、活動をしました。 

目標が達成できるとカードに色を塗り、達成度が目で見てわかるように活動 

を工夫しました。これからも挨拶があふれ、友達のよいところをたくさん見 

つけられる、いじめのない学校を目指していきます。 

あいさつ運動 １月２２日（月）～２月２日（金） 

計画運営委員会の児童が門に立ち、学校スローガンの「えがおであいさつ」を意識してあいさつ

運動を行いました。明るい笑顔で元気よく挨拶を返す姿が増えてきました。あいさつ運動の期間後

も、今宿南小学校のよさとして「えがおであいさつ」を継続していきたいと思います。 

個別支援学級お別れ遠足 ２月２１日（水） 

３組全員でお別れ遠足に行きました。計画から児童主体で進め、「みんなと体を 

動かしたい」という６年生の希望に沿って、ボウリングに行くことにしました。 

ボウリングについて調べる中で、ルールを守って安全にゲームすることの大切さ 

に気付き、遠足のめあては、「ルールを守って仲良く思い出に残るお別れ遠足にし 

よう」に決定。当日は、ボウリングのピンが倒れると「すごい。」や「ナイス。」 

などと声をかけ合い大盛り上がりでした。サイゼリヤでは、声の大きさや食事の 

マナーを意識して会食を楽しみました。天気はあいにくの雨でしたが、どの児童 

をめあてを達成できたことから明るい表情をしていました。 

 

能登半島地震募金 ２月１９日（月）～２１日（水） 

朝８時から計画運営委員会の児童が昇降口前で募金活動を行いました。 

３日間に渡り、多くの児童が募金をする姿が見られました。集まったお金 

は能登半島地震募金の専用口座に振り込み、被災地の方々の生活支援に 

役立ててもらいます。多くの方のご協力ありがとうございました。 

 

 

 １月２９日（月）に、４年生はみなとみらい方面へ校外学習

に行きました。ランドマークタワーの展望台から、かつて吉田

新田があった場所に注目し、横浜開発の歴史と関連付けながら

学習しました。GUNDAM FACTORY YOKOHAMA では、実際に大きな

動くガンダムを見ることができ、ものづくりの壮大さを感じて

いました。プロジェクトに関わった人の話を聞き、将来の仕事

について考えたり、協力することのよさについて改めて気付い

たりしていました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 卒業に向けて 

３月１日（金）の「巣立ちの会」に向けて、国語の「今、私は、ぼくは」の学習も兼ねながら、
スピーチの練習を行っています。巣立ちの会の目的である、「感謝」「成長」をテーマに、一人ひと
りの思いがつまった文章を考えているところです。当日の発表を楽しみにお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜卒業生を送る会について＞ ３月１９日（火） 
第４２回卒業証書授与式を行います。朝の時間 (８：２５～８：４５) に在校生から卒業生に向け

て「卒業生を送る会」を行います。晴れの場合は校庭、雨天の場合は教室で行います。１年生から４
年生は８：５５下校完了、５年生は卒業式参加のため、１２：００頃の下校となりますのでご承知お
きください。 

 

＜令和６年度 家庭訪問、個人面談について＞ 
新年度、保護者の皆さんと担任が顔を合わせ、１年間の方向性を確認し、スタートを切るという

ことを第一に考え、個人面談または、家庭訪問を行います。各ご家庭に、個人面談、家庭訪問どち
らかを希望をしていただき実施します。 
４月８日（月）に配付するお知らせをご覧になり、希望票を提出してください。予め、次の日程

を配慮していただければ幸いです。事前に家庭訪問のコースと日時の確認をお願いします。 

【家庭訪問】                                             【個人面談】 

 

＜年度末返却物・新年度回収物について＞ 

２５日（月）返却物 

① キャリアパスポート・・・キャリアパスポートは保護者の方のコメントを必ず記入、 
② 児童カード・・・・・・・・新年度の出席番号や変更事項・追記事項を記入 
③ 児童保健調査票・・・・新年度の出席番号や変更事項・追記事項を記入 
④ バンダナ・・・・・・・・・・各家庭で保管 
※①②③は、新年度４月９日（火）、１０日（水）の両日のうちに担任へ、㊙の茶封筒に入れて提出をして
ください。 

 

＜連絡ツール『すぐーる』について＞ 

４月からは「マチコミ」で行っていた欠席・遅刻・早退等の連絡は、「すぐーる」で行います。３月は「すぐー
る」の試験運用期間となっていますので、操作方法等、確認をしながらご利用ください。なお、当日８時を過
ぎてしまった場合の欠席・遅刻の連絡は、電話にてお願いします。 

 

日程 コース １４：００～  日程 時間 場所 

４/２２（月） 黄コース（インプレスト）  ４/３０（火） １４：００～ 教室 

４/２３（火） 黄コース（インプレスト）・ピンクコース（今川公園）  ５/ １（水） １４：００～ 教室 

４/２５（木） 赤コース（団地）・青コース（畑）  ５/ ２（木） １４：００～ 教室 

２年生 まちたんけん ２月２０日（火） 
生活科の学習で「大桜（ラーメン屋）」「旭ベーカリー」「今宿交番」「旭土木事務所」の４か所に分か

れて、インタビューをしたり見学をしたりしました。保護者の方にも引率のサポートをしていただきな
がら、自分たちが住む地域についてさらに関心を高め、これからも地域により親しみをもって生活して
いこうという気持ちをもつことができました。 

 


